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情報を伝える努力を

山　口　ま　り

　現在、様々な花関係の団体にかかわりながら、花に
興味をもっている方々へ向け、花や緑とのふれあいの
楽しさや使い方・栽培管理方法を伝え、長く花に親し
んでいただきたいとの願いで、自らガーデニング講習
会の講師を務めたり、園芸講座や花のイベントの企画
運営に携わっています。
　その中で、いつも強く感じることが、花の育種・生
産側の思いとエンドユーザーの求めているもののミス
マッチ。どこかで、双方の情報が途切れてしまってい
ることです。それは、品種の問題であったり、ポット
苗や鉢花などの生産品の姿であったりもします。
　園芸界の端に身を置くことができ、幸運なことに育
種家・生産者の声を聴く機会を持ち、新品種の改良点
などを知り得るのですが、その特徴がまったくと言っ
てよいほど、ユーザーには届いていないのです。また、
ユーザーがどのようなものを求めているのかも、育種・
生産側には届いていないように思うのです。
　そのため、せっかくユーザーに求められている新品
種・新しい形状の苗や鉢物ができても、必要とされ

るところにその情報が届いていないため、売れずに出
荷が数年で終わってしまうということもあり、とても
もったいなく、残念に思うことしばしばです。
　多くの種苗会社は、直接の取引先である生産者にば
かりに新しい情報を届けていますが、エンドユーザー
にも直接、情報を届ける努力をしてほしいものです。
もちろん、それは、生産者、市場、市場外流通業者に
も言えることです。さらに、ユーザーが何を求めてい
るのか、現在の品種や生産品のどこに不満を持ってい
るのかにも、耳を傾けてほしいとも思います。
　新品種・新しい形状の苗などの特徴をしっかり PR
することにより、求めているところに届けることがで
きるばかりでなく、目的買いのユーザーにも満足を届
けることができることでしょう。
　印刷媒体・インターネットやグリーンアドバイザー・
ハンギングバスケットマスターなどの人材を利用し、
積極的に花の情報を届けることが、今後の花業界の発
展につながってゆくのではないでしょうか。
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